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B-SLIM を採用して3年目を迎える本校

では，B-SLIM の提唱者である O. Bilash

博士を本校に迎え，授業研究を行うなど，各学年の

実践を積み上げながら，B-SLIM の考え方に基づく

英語活動の浸透を図ってきた。

児童の自己評価では，「楽しく活動ができた」「よ

くわかった。英語を使うことができた」と回答した

児童が常時90％以上であり，本校がめざす「楽しく

身につく英語活動」が実現に向かっていると考える

ことができる。多様な方法で行う Input とスモール

ステップで進めていく Intake (Activity) の展開が，

この結果につながったものと考えられる。

平成14年度から，Output を重視することを念頭に

置き，国際理解教育の単元とリンクさせた形で英語

活動を構成してきた。「ノングレイドカリキュラム」

を活用した英語活動では，児童が単元を見通して，

どのような英語を使いたいのか，あるいはどのよう

な表現が必要なのかを考えるところからスタートし，

児童のニーズをもとに言語材料を選定し，「調べ学

習」を位置づけた英語活動を展開してきた。

その結果，児童の課題意識が，Input から Output

に至るまで持続することや英語活動に取り組む児童

の意識の高まりを授業研究を通して検証することが

できた。

本校は，平成 8 年度より3年間，文部省（現文部

科学省）の研究開発学校指定を受け，小学校英語活

動のカリキュラム開発を中核に，教材開発・授業実

践に取り組み，一定の成果を上げてきた。しかし，

一方で，各学年年間100時間を超える実践を通して，

a 教材開発や教具作成，更に，ALT（英語指導助

手）との打ち合わせなどに要する多くの時間を

どのように確保するか

s 指導方法を見直し，カリキュラムに基づく指導

と児童の持つニーズをどのように関連づけていく

か

d 身につけた英語を生かす場面をどのように設定

するか

などの解決を迫られる多くの課題にも直面した。

そこで，平成12年度を初年度とし，これまでの英

語活動を見直し，新学習指導要領に基づく総合的な

学習の時間における英語活動の新しい指導方法の開

発・実践に着手した。12年度は，主に「めざす子供

の姿」及び英語活動の方向性について検討を加えた。

更に，「英語嫌いを作らない」「楽しく英語を身に

つけさせる」を合言葉に，新たな視点に立ち英語活

動を構築することを確認した。

新たな英語活動の構想を実現するために，次の6

つの視点を全教職員で共通理解し，取り組むことと

した。

a 国際理解（教育）の単元と関連づけて構成する

英語活動を創造するという視点

s 児童が使ってみたいと考える英語を素材に，「調

べ学習」を取り入れた学習過程を創造するとい

う視点

d 児童が英語を楽しみながら，身につけることので

きる B-SLIM 理論を採用し，開発した教材と指

導方法の共有化をめざすという視点

f English immersion classroom に可能な限り近づ

けた英語活動室を作り，学習環境を整えること

概要

1 はじめに

1.1 研究の動機と経過

1.2 構想の視点
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で児童の英語活動に対する意欲を高めるという

視点

g コミュニカティブ・イングリッシュを効率よく進

めるための様々な形態の TT（ティームティーチ

ング）を実施するという視点（指導の中心は

HRT（学級担任）という考え方も含めて）

h「調べ学習」を支える「ノングレイド・カリキュ

ラム」（題材一覧）を編成し，系統的な指導を支

える「スタディーメモリアル」を6年間継続して

作成するという視点

本校では，学校教育の中で児童に求められている

「生きる力」を「やりぬく力」「かかわる力」「あらわ

す力」の3つの力で育まれていくものと考え，「日章

小学校のめざす子供の姿」を設定した。更に，「総合

的な学習でめざす子供の姿」「英語活動でめざす子供

の姿」（表1）を設定した。また，学年ごとに，英語

活動の指標（表2）・評価規準を設定し，指導につな

げている。

■表1：英語活動でめざす子供の姿

■表2：本校英語活動の指標

前述の研究の構想を受け，本研究の目的を以下の

3点に定めた。

a 楽しく，身につく英語活動を展開するために，

ESL（English as a second language）の教授

モデルである B-SLIM を導入したが，めざす子

供の姿を実現できているかどうかを実践を通し

て検証する。

s 英語活動を支えるノングレイドカリキュラム及び

「調べ学習」を位置づけた英語活動の学習過程が

適切であったかを実践を通して検証する。

d B-SLIM の Output を国際理解（教育）の単元と

リンクさせることで，児童の活動意欲を高める

ことができたかを実践を通して検証する。

本校では，研究に取り組む体制として，平成2年

度より，

・実践研究を通して子供を変える

・授業研究を通して互いに学び合う共同実践研究

・教職員一人一人が推進役となる全校体制

この3点を研究体制の基底に据え，前述の研究の目的

を検証するために，次に挙げる研究の場を設定した。

a 日常実践を積み上げる英語活動（実践の蓄積の

場）

s 授業分析を伴う授業研究（検証の場）

また，1活動時間（45分・60分・90分及びモ

ジュール・ショート＝15分を活動内容によって使い

分けをしている）の分析・研究にとどまらず，単元

全体の構成や英語活動と国際理解教育との関連を検

証することも実践した。

更に，実践的な授業分析のための方法として，

a 授業中のチェック・シート（参観者用）及び，

授業後のセルフチェック・シート（指導者用）

の活用

s 児童の自己評価カード・相互評価（英語活動の

最後に位置づけている）のチェックの活用

を進めている。

授業研究（参観・分析）及び単元構成を分析する視

点として，次の3点を共通理解し，実践に当たった。

a「英語活動でめざす子供の姿」を視点として

s 本校で求める「3つの力」を視点として

d B-SLIM の Evaluation 及び Reflection を視点と

して

B-SLIM を導入した英語活動

第16回　研究助成　B. 実践部門・報告Ⅵ

2 英語活動の指導方針と
研究の目的及び研究の方法

2.1 指導方針

『人と楽しくかかわりながら，

英語活動に進んで取り組む子供』

〇やりぬく力… 自分から進んで英語に触れたり，

使ったりすることができる。

〇かかわる力… ALT，友達などと積極的にかかわ

り，英語で交流できる。

〇あらわす力… 自分の思いや表したいことを簡単

な英語で表現することができる。

低学年 中学年 高学年

〇英語に触れる

〇英語に慣れる

〇英語で表す

（歌やゲームで）

（あいさつや単語で）

（簡単な日常会話や単語）

2.3 研究の方法

2.2 研究の目的
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ESL 指導法の基礎理論である B-SLIM は，カナ

ダ・アルバータ州立大学 Olenka Bilash 博士が提唱

する教授モデルである。Bilash’s Second Language

Instructional Model（モデル図は資料参照）の頭文

字をとり，B-SLIM と名づけている。平成13年度よ

りこの考え方を採用し，全教職員で共通理解し，教

材やアクティビティーの開発，及び指導方法の改善

に着手している。

平成14年度は，B-SLIM を基盤にした学習過程を

創造し，実践につなげた。また，平成15年度は，学

習過程における効果的な Input・Intake の構成や方

法，Output の在り方を実践を通して検証し，確立す

ることができた。

B-SLIM を採用した経緯は次の4点である。

a 指導方法を共有化することで，共通の視点で授

業研究や授業分析を行うことが可能となる。

s これまでの ALT を中心とした授業構成から脱皮

し，ALT との役割分担を明確にし，学級担任が

中心の英語活動を創造することが可能となる。

d B-SLIM は，スモールステップでアクティビ

ティーを構成し，フィードバックを位置づけた指

導理論であり，児童にとって言語材料を無理な

く身につけさせることができる指導方法でもあ

る。本校がめざす，「楽しく，身につく英語活動」

を実現することが可能となる。

f これまで多くの時間を割く必要のあった教材開

発・教具の作成（B-SLIM は picture charts を主

な教具とするため，英語活動の事前準備がしや

すく，カード類も何度も使い回すことができる）

を協同で行うことが可能となる。

本校の英語活動の学習過程は，表3の通りである。

学習過程に，B-SLIM の Input, Intake, Output,

Evaluation（Reflection）を位置づけ，活動を構成し

ている。通常，取り扱う言語材料と Activity の内

容・配列が変わることはあるものの，基本的な学習

過程については全学年同一で実施している。なお，

実施に当たっては，次の点に配慮した。

a 低学年については，Input の段階に十分時間をか

け，中でも Listening には，多くの時間を割くよ

うにした。

s 児童の「かかわる力」を育むことをねらいに，全

学年とも，Intake の最後の段階で pair activity

を実施した。

d 新出の言語材料（新出単語）は，可能な限りそ

の時間内で身につけさせることをめざした。一

方，文については，多様な activity の中に繰り返

し取り入れる工夫をし，無理なく身につけるこ

とができるように配慮した。

f Output については，1活動時間の中で，位置づ

けることが可能な場合に限り実施した。（Output

を実施しない英語活動もある。）

本校では，今年度 Input と Intake の段階を特に重

視し，実践につなげている。Input の段階では，次の

6点に配慮し実践を進めた。

a using visual：視覚に働きかける教材を児童に提

示する。

s repetition：繰り返すことで獲得の手助けをする。

d same order：この段階では，覚える順番を変え

ずに進める。（Slow learners が混乱を起こさな

いように配慮する。）

f modeling：説明の後，モデルを提示し理解を助

ける。

g movement：記憶を助けるための工夫として，体

の動き（動作）を取り入れる。

h rhythm：リズムは記憶の助けとなるため，チャ

ンツを多く取り入れる工夫をする。

上記の基本原則を共通理解した上で行う Input は，

どの指導者も大差なく指導を進めることができる。

過日，2学年合同で英語活動を実施し，通常とは異

なる指導者の下であっても，児童は違和感なく参加

していた。

このように，児童の心理的な側面にも配慮した指

導を進めることが大切である。

また，Intake の段階では，目標に対して少しずつ

練習を繰り返しながら，難易度を高めていくことを

心がけ，Activity を構成している。B-SLIM では，こ

の段階を getting it（児童が教師と共に試行錯誤しな

がら身につけていく段階）と using it（児童が互いに

かかわり，慣れ親しむ段階）に分けていることから，

流れの途中で必要に応じてフィードバックしながら，

3 研究の実際

3.1 B-SLIM の導入

3.1.1 B-SLIM を位置づけた学習過程

3.1.2 Input 段階と Intake 段階の重視
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2年　英語活動　学習活動案 （T: teacher, S: student）

1 greeting

2 warm-up

〇 Song（BINGO）

〇 Pease Porridge Hot

〇 The Farmer in the Dell

3課題の確認と「調べ学習」の発表

今日はいろいろな遊びの言い方を…お友達がどんな遊びをしたいか聞いてみましょう。

Input
※調べてきた遊びの言い方と調べ方を発表する。

T：本日の英語活動で取り上げる言語材料を決定する

TV games，with toys，dolls，cards，outside，tag

〇発音練習

・Short introduction ・チャートを見ながらの発音　・チャンツによる発音

Intake

〇 cards を使っての練習（Activity 1）

① Point to 

② Card game 

③ Touch the base 

〇 Do you play ～? Yes (No) の練習（Activity 2）

① Q&A（using charts） Do you play ～?（T） Answer（S）

② Q&A（using charts） Do you play ～?（S） Answer（T）

③ pair activity Model（ALT / HRT）…S：カードを 2 枚ずつ持つ

A: Hello. B: Hello.  Do you play ～?

A: Yes (No).  Do you play ～? B: Yes (No).  See you.

A: See you.

〇 What do you want to play?  I like ～. の練習（Activity 3）

① Q&A（using charts） What do you want to play?（T） Answer（S）

② Q&A（using charts） What do you want to play?（S） Answer（T）

③ pair activity Model（ALT / HRT）…S：カードを 2 枚ずつ持つ

A: Hello. B: Hello.

A: What do you want to play? B: 〇〇〇.  What do you want to play?

A: 〇〇〇.  See you. B: See you.

Output free pair activity

4 reflection（自己評価） ※自分や友達の頑張りを発表する

5 greeting S：「ふりかえりカード」（自己評価カード）に記入する

■表3：英語活動の学習過程
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スモールステップで構成している。

Intake の段階では，次の 6 点に配慮し実践を進め

た。

a Practice→開発したアクティビティーを効果的に

配列し，児童が楽しさを感じる中で目標に近づ

くことができるようにする。

s Breaking learning into small chunks→一度に多

くのことを詰め込みすぎないように，学ぶことを

小さなまとまりにする。

d Activities are structured for success→アクティ

ビティーを通して児童が成就感を持つことがで

きるように計画する。

f Psychologically safe→児童が安心して自分の思

いを表出できる（英語を安心して話せる）雰囲

気作りをする。

g Learning style（form）→全体・グループ・ペ

ア・個人で行う活動を目標に合わせ，多様な学

習形態を効果的に組み合わせる。

h Support→児童に支援を行う際に，次の4点を特

に配慮した。

・slow learners への確かなかかわり（個別の支

援）

・praise（賞賛），encouragement（励まし）

・guidance（指導）

・personalized positive feedback（個々に応じ

た積極的なフィードバック）

更に，B-SLIM ではアクティビティーを開発する

際に，8要素（8 intelligences）に目を向けることを

奨励している。本校では，8要素の中の Visual,

Kinesthetic, Interpersonal の3点を特に重視しなが

ら効果的に配列し，組み合わせることで，児童にと

って楽しい中で，バランスのとれた英語を身につけ

ることができると考え実践した（表4）。

本校では listening（hearing）と speaking を英語

活動の両輪として活動を進めているが，8 intelli-

gences に視点を当て Intake の段階を構成すること

で，児童の心理的な側面にも目を向けることができ

るようになった。

1時間の英語活動の中で，多様な指導の形態をと

り，役割分担を明確にして活動を進めている。HRT

が指導の中心となり，JET（日本人英語教師），ALT

がそれを支援することを基本原則に TT を組んでい

る。

本校での TT の実施形態及び実施状況は以下の通

りである。（総英語時間数に占める割合）

a HRT が単独で行う英語活動（約10％）

s HRT と ALT が TT で行う英語活動（約50％）

d HRT と JET が TT で行う英語活動（約30％）

f HRT と ALT・JET が TT で行う英語活動（約10％）

ただ近年 ALT の確保（旭川市では，教育委員会が

ALT 派遣事業の一環として小学校の申請に応じて派

遣する形態をとっている）が難しくなってきている

8 intelligences

右記リスト

a Visual （1）

s Kinesthetic （2）

d Musical （3）

f Logical-mathematical （4）

g Interpersonal （5）

h Intrapersonal （6）

j Linguistic （7）

k Naturalistic （8）

※チェックリストの見方

〇…Activity に 8 intelligences それぞれの要素が入っていることを示す

Activity の構成チェックリスト

8 intelligences の配列（＊今年度重視）

8 intelligences 1 2 3 4 5 6 7 8

Activity * * *

Go to 〇 〇 〇 〇

Point to 〇 〇 〇 〇 〇

Card game 〇 〇 〇 〇 〇

Relay game 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Clap the point 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇〇〇 basket 〇 〇 〇 〇 〇

Touch the base 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Free kick 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・・・・・

■表4：アクティビティーを開発する際の8要素

3.2 TT（ティームティーチング）の実際
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ことから，平成14～15年度には，VET（ボランティ

ア英語教師）や旭川市役所国際交流課交流員（アメ

リカ人）を通算20回程度招き，指導の充実を図った。

HRT は，英語活動全体の流れを掌握するととも

に，児童の理解度のチェックや個別支援，更に活動

の進行・指示を行っている。ALT や JET は，アク

ティビティーの進行，モデルの提示，native sound

の提供を行っている。

英語活動においては，可能な限り英語で指示を出

すことを HRT の努力目標にしてはいるが，中には英

語が苦手な HRT もいる。その部分を ALT や JET が

補いながら，指導を進めている。その結果，HRT と

ALT の打ち合わせの時間が大幅に減り，約2年を経

た現在では，ファックスやＥメールによる打ち合わ

せが増え，互いの負担を軽減することができた。ま

た，学習過程に沿った実践を繰り返すことで，

HRT・ALT 共に B-SLIM に対する理解も深まり，充

実した英語活動を展開することができた。

本校が英語活動の最後に実施している自己評価を

総合すると，常時90％以上の児童が「楽しかった。

また英語をやりたい」「よくわかった。英語を使うこ

とができた」「友達や ALT と積極的にかかわること

ができた」という評価をしている。高学年の英語活

動の難しさを指摘する声を多く耳にするが，本校で

は，高学年も含めて，児童の活動意欲や積極的な取

り組みや態度が持続する理由として，次の2点を挙

げることができる。

学んだ英語をどの場面で使うのかを明確にし，単

元の中で生かされることで，児童は英語活動に意欲

を持って取り組むようになる。

そこで，低学年では，言語材料と学校生活を結び

つけ，毎日の学校生活の様々な場面で使うことがで

きるように構成した。

また，中・高学年では，国際理解の単元とリンク

させ，どの場面で身につけた英語を使うことができ

るのかを明確にして，児童個々のニーズ（課題）を

学級全体のニーズ（課題）へと高めていった。

a 低学年の実践例

「学習の初めのあいさつを英語で！」（1年）

・取り上げた言語材料

―Now start (finish) the lesson.

〔Japanese, math, music, PE. art and craft.〕

「朝の健康観察を英語でやってみよう」（2年）

・取り上げた言語材料

―How are you today?  I’m fine.  I have a cough

(fever, headache, stomachache, sore throat,

runny nose).

両学年とも実践後約10か月が経過しているが，現

在も教室からは，元気のよい英語が響いてきている。

s 中・高学年の実践例

「姉妹都市・友好都市の人と交流しよう」（4年）

姉妹都市や友好都市の暮らしや文化，食べ物など

を調べていく中で，本市に在住する両都市の方々と

交流の機会を設定した。交流の際に，児童が本市の

観光名所や公共施設を案内するという設定で，英語

活動を構成した。英語活動では，14か所の施設など

の他，道案内の仕方，行き先がわからなくて困って

いる人への声のかけ方などについての学習を深めた。

・取り上げた言語材料

〔city hall, art museum, library, bank, etc.〕

―May I help you?  

Where do you want to go?  

〔go straight, go back, turn right, turn left etc.〕

「フレンドシップパーティーに参加しよう」（6年）

自分たちの課題を解決することの他に，学校にゲ

ストティーチャーとして来てくれる方を探すことも

目的の一つとして，旭川市国際交流委員会主催の上

記パーティーに学級全員で参加することにした。旭

川市在住の外国人の方と英語で交流することにとど

まらず，ゲストティーチャーとして来校を要請する

表現や自分たちがどのような学習を進めているのか

を説明する表現などを学習した。

・取り上げた言語材料

―Will (Would) you come to ～?  

I would like you to ～.  

I’m studying about ～.  

I would like to know (listen, see) ...

単に英語活動を行うだけでは，児童の英語に対す

る期待や英語活動で高められた意欲が時間の経過と

共に消失してしまいがちである。国際理解の単元と

リンクさせたり，日常生活で英語を使う場面を設定

したりすることで，児童の意欲や課題意識の高まり

を持続させることができた。

B-SLIM を導入した英語活動
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3.3 国際理解教育とリンクさせた英語活動

3.3.1 国際理解の単元とリンクしたストーリー性

のある英語活動の展開



本校では，Output の場を設定できる時に限り，国

際理解の単元や英語活動の終わりの段階に位置づけ

ている。そのため，児童は，「この場面で，この表現

を使って交流したい」という見通しや期待を持ち続け

ながら，英語活動に取り組むことが可能になった。

Output を意図的に組み立てることにより，英語を積

極的に身につけようとする児童の意欲や態度が高めら

れていくことを実践の中で明確にすることができた。

また，Output の場面で，英語を使って交流できた

り，その英語が認められたりしたとき（賞賛された

りしたとき）に，児童はそれまでの取り組みに自信

を持ち，もう一段ステップアップした意欲で，次の

活動に向かうことも同時に確認することができた。

〇本年度の実践例

a 本市国際交流委員会が主催する「国際交流まつ

り・フレンドシップパーティー・留学生との交流

会」などに学級全員で参加した。（5～7月：5・6

年）

s 外国の文化や国の様子について学習するために

外国人のゲストティーチャを教室に招き，その際

に交流集会を行った。（6～10月：3～6年）

d 学習発表会において英語劇『桃太郎・浦島太郎』

を上演した。（9月：5・6年）

f 雪祭りや国際氷像コンクールのために旭川市に

来ている外国人へのインタビューを行った。（2

月：4年）

g 外国人学校視察訪問に合わせて交流の機会を

持った。（本年度3回：3～6年）

英語指導方法の改善及び児童の主体的な英語活動

が展開されているかどうかを評価するために，抽出

学年を決め，英語活動終了後に自己評価を含めた英

語活動アンケートを実施した。結果の一部及び本校

以外で行った英語活動アンケートの結果は下記の通

りである（表5）。資料の蓄積や分析など，十分とは

言えないものの，これらの結果から次の4点を考察
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3.3.2 Output の充実

アンケート項目（この項に関連するもののみ）
①英語活動に楽しく取り組むことができましたか。
②今日の課題・活動を振り返って，英語で言えるようになったことが増えましたか。
③またチャンスがあったら，英語を使ってみたり，英語を使ったゲームをしてみたいですか。

※自己評価は3段階で行った。 A：できた（そう思う・増えた）B：少しできた（少し思う・少し増えた）
C：できなかった（変わらない・思わない）

○本校での実施結果（数字は％）
日章小学校2年（2002.9～2003.3…5回の平均） 日章小学校4年（2003.5～2003.9…7回の平均）

○他校での実施結果
旭川市 T小学校5年（2003.7） 旭川市 S小学校6年（2003.7）
・年間3～5時間実施 ・年間10時間実施
・今年度初めての英語活動 ・今年度4回目の英語活動
・B-SLIM による英語活動は第1回目 ・B-SLIM による英語活動は第4回目

A B C

① 91 9 0

② 64 30 6

③ 79 21 0

A B C

① 86 14 0

② 93 7 0

③ 93 7 0

A B C

① 95 5 0

② 95 5 0

③ 90 10 0

A B C

① 90 10 0

② 40 54 6

③ 86 8 6

■表5：自己評価の集計結果（2003.9.5 北海道英語教育研究大会において本校が研究発表した資料より）

3.4 英語活動アンケート（自己評価）の結
果から
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することができる。

a 英語活動の時間を確保し，全学年共通の指導方

法で継続的に取り組むことで，児童は活動の流

れを把握することができ，安心した中で英語に

取り組み，積極的に活動する。

s この指導方法を取り入れることで，本校がめざ

す「英語嫌いを作らない」「楽しく英語に取り組

む」ことが，実現に近づいている。

d B-SLIM 理論に基づき，適切なフィードバックと

スモールステップを Intake の段階に位置づける

ことで，slow learners の理解を助け，児童が

「楽しく英語を身につける」ことにつながってい

る。

f 自己評価項目の充実を図り，更に多くのデータ

の蓄積をもとに評価や分析を進め，英語活動に

どのように生かしていくのかを明確にすることが

今後の課題である。

研究開発校の3年間は，年間指導計画・月別指導

計画が学年ごとに編成され，それに基づいた英語活

動が展開された。

しかしながら，総合的な学習の時間の「ねらい」

を達成し，本校の「めざす子供の姿」を実現するた

めには，これまでのカリキュラムに従って「教え込

む英語活動」から，児童が学びたいと考える英語を

もとに「主体的にかかわることのできる英語活動」

へ指導の在り方を転換していく必要性を感じた。

それを具体化するために，「調べ学習」を学習過程

（単元の指導計画にも）に位置づけ，更にその「調べ

学習」を支えるために，「ノングレイドカリキュラ

ム」を編成した。

本校では，総合的な学習の時間の単元を構成する

際に，問題解決的な学習の流れを可能な限りとるよ

うにしている。英語活動で「調べ学習」を位置づけ

たのは，問題解決的な学習の流れに少しでも近づけ

ることで，児童の主体性や英語活動に向かう意欲を

高めていきたいという願いからである。

調べ学習を行う際に，次の2点を共に満たす必要

があると考えている。

a 子供たちにとって調べたい内容であること

s 子供たちが調べる方法を身につけていること

英語活動に至る調べ学習の流れは，次のようにな

っている。

■表6：英語活動に至る調べ学習の流れ

3年生の「英語を使ってみよう」の単元では，「調

べる楽しさと調べ方を高める」ことをねらいに調べ

学習を進めた。この単元で全体課題となったものは，

次の通りである。

・朝の会などで使うあいさつの仕方や曜日・天気

など

・算数で習った数字（1～12までは，1年時に履

修）

・図工で使う色

・教室にあるもの（机・イス・窓・黒板など）

・給食のおぼんチェック

これらの課題をもとに，児童は個々に自分の使っ

てみたい言葉を見つけ出し，「英語のことば 調べて

みたよカード」に記入し，中には30枚以上のカード

を作り上げてきた児童もいた。調べ方も多岐にわた

り，調べ学習に向かう意欲の高まりを感じることが

できた。

児童の調べてきた方法は，次の通りである。

B-SLIM を導入した英語活動
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3.5 主体的な学びにつなぐ「調べ学習」と
ノングレイドカリキュラムの編成

全体課題 ・児童の思いを大切にした学級全体の課題

個人課題 ・全体課題をもとに，個々の取
（グループ課題） り組みたいことを中心に据え

た課題

調べ学習

発表交流 ・調べ学習の成果を様々な方法で

〔共有化〕

英語活動

・調べ学習を生かした活動

・楽しい活動を中心に「英語嫌い」を作らない活動

3.5.2 「調べ学習」の実際（実践例）

3.5.1 「調べ学習」の考え方
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・家の人に聞いた

・本で調べた

・英語の先生（ALT）に聞きに行った

・お友達の外国の人に教えてもらった

・国際交流まつり（旭川市の行事）に行って外国

人に聞いた

・市立図書館で調べた

このようにして，児童が「英語活動で使ってみた

い」と考える言葉や言い方を英語活動の学習過程の

中に位置づけ，活用している。

本時の課題を確認した後に，調べ学習の交流・発

表の時間を設定している。調べカードをもとに発表

し，その中から，取り上げる言語事項などを HRT

と児童が話し合い，決定していくのである。

調べ学習を生かすことのできる英語活動の流れを

作り出すことが，調べ学習の質や意欲を高め，更に，

児童の課題意識を持続させ，主体的な活動を生み出

すことを実践を通して確かめることができた。

児童が使いたい英語を言語材料にして英語活動を

進めるためには，月別・学年別の指導計画では弾力

的で柔軟な対応ができなくなることから，本校では

ノングレイドカリキュラムを編成することとした。

ノングレイドカリキュラムとは，研究開発校の3年

間を含め，平成4年度から取り組んできた英語活動

の実践・授業記録・研究集録などから言語材料をす

べて洗い出し，それらを20題材・2コース（Basic

course・Advanced course）の計40ユニットに編成

し直したものである（表7）。

これにより，

a 児童のニーズに基づく英語活動

s 国際理解の単元とリンクさせた英語活動

d 日常の学校生活に生かすことのできる英語活動

を実践することが容易になった。

現在では，教材開発の深まりや単元構成の広がり

を受け，新たな言語材料が追加され，ノングレイド

カリキュラムは，24題材・計48ユニットにふくらん

3.5.3 ノングレイドカリキュラムの編成

上記以外の題材は以下の通りである。

④ class / school ⑤ month / season ⑥ days of the week ⑦ color ⑧ counting numbers / time

⑨ sports ⑬ face ⑭ adjective ⑮ gesture / verb ⑯ place ⑰ direction / guide ⑱ food

⑲ culture ⑳ Asahikawa

（追加）〇 Hokkaido 〇 sightseeing 〇 gestureⅡ　〇 school area

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Good morning.

Good afternoon.

Good-bye.

Hi.  Hello.

See you.

Thank you.

You are welcome.

Nice to meet you.

Hello.

My name is ～.

I’m ～.

How do you do?

I’m in the ～ grade.

My nickname is ～.

cold  hot  warm

cool  rainy  cloudy

sunny  fine

How is the weather today?

It’s ～.

How are you?

I’m fine thank you.

I’m sleepy.

I’m sick.

I have a cough (headache
fever  stomachache  runny
nose)

I’m eight.

How old are you?

Where do you live?

I live in Asahikawa.

What’s your name?

What ～ do you like?

I like ～.

windy  snowing  

foggy

How is the weather in (place)?

① greeting ② self-introduction ③ weather

⑩ body parts ⑪ animal ⑫ shopping

■表7：題材・言語材料一覧表（ノングレイドカリキュラム）
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できている。

また，どの学年の時にどの題材に取り組んだのか

がわかるように，英語活動実施後，「スタディメモリ

アル」に記録し，年度末に引き継ぎ系統的に指導が

できるように配慮している（表8）。

本校では，各学年年間15～20時間を英語活動に充

てている（3～6学年は総合的な学習の時間，1～2学

年は，余剰時間を活用し教育課程外活動として位置

づけている）。

1ユニットを2時間かけて指導することを基本に据

え，40ユニットを指導するのに80時間を必要とする。

本校では，6年間で，90～120時間の英語活動を確保

できることから，ノングレイドカリキュラムの言語

材料などを指導するのには，十分な時間が確保可能

である。

ノングレイドカリキュラムに基づいて実践を進め

るに当たり，次の4点に配慮している。

a 児童にとって負担がかからない活動にするため

に，1・2年生は Basic course を中心に活動を展

開する。

s 配当時間は，弾力的に扱ってもよいものとする。

d 文字指導は原則的に行わない。

f hearing (listening)，speaking を中心に活動を構成

しwriting，reading については，取り扱わない。

a English immersion classroom

英語活動を行う教室の環境整備も大切である。本

校では，「ななかまどルーム」（英語活動室）の掲示

物などを全部英語の地図や掛け図にし，また，姉妹

校交流コーナーを設け，児童が英語を身近に感じ，

慣れ親しむことができる環境作りを心がけている。

s 姉妹校交流

一昨年より，姉妹都市であるアメリカ・イリノイ

州ブルーミントン・ノーマル市 Metcalf 小学校との

交流を開始した。現在5・6年生を中心に，全校児童

の作品や手紙，写真などの交流を行っているが，近

い将来，個人レベルでＥメールなどの交流に進んで

いくことを期待している。

送られてきた作品や手紙は，英語活動室に展示し，

児童がいつでも自由に見ることができるようにして

いる。更に，手紙などは，英語活動ボランティア

ティーチャーに内容を紹介していただいた後，各学

級に掲示している。

d 外国人学校視察訪問の積極的な受け入れ

今年度，フルブライトメモリアル基金の依頼を受

け，米国教育者の学校視察（24名）やエジプトから

「カリキュラム開発」に携わっている教育関係者（6

名）を受け入れ，英語活動の公開や児童との交流を

行った。いつも顔を合わせている ALT やゲスト

ティーチャーとは違う来校者に，児童は生き生きと

交流の時間を楽しんでいた。

更に，B-SLIM の提唱者である O. Bilash 博士を2

度（2003.9及び2004.2）学校に迎え授業研究会を行

った。博士から，本校の英語活動の取り組み，児童

が生き生きと英語活動に取り組んでいる様子，そし

て B-SLIM の先生方への浸透度について大変高い評

価をいただいた。研究・実践の方法や方向が誤って

いないことを教職員一同再確認することができた。

実質3年間にわたる研究をまとめるに当たり，次

年度以降へ向けて，成果と課題を明確にすることが

できた。

現在，小学校における英語活動は，総合的な学習

の時間のねらいに基づく「英語活動」と近い将来を

B-SLIM を導入した英語活動
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■表8：スタディメモリアル B

※点線より上が Basic course，下が Advanced

course

※実施後〇印をつける

※スタディメモリアル A は，年間を見通した計画を
記入する。スタディメモリアル B は，実施後，記
録する

題材 第1学年 第2学年

①

②
○

○

③
○

④
○

○

3.6 その他（児童の意欲を育む英語活動の
基盤作り）

4 おわりに
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見据えた教科としての「英語科」という大きな2つ

の流れの中で，はっきりとした方向性や展望を描け

ない中で取り組まれている学校が多いという。その

ような状況の中で，本校は，現学習指導要領におけ

る総合的な学習の時間のねらいに沿った質の高い実

践を蓄積してきたが，今後「教科としての英語科」

も視野に入れながら，更に研究を深めていきたいと

考えている。

本校の英語活動に B-SLIM の考え方や「調べ学習」

を取り入れることで，以下の成果を得ることができ

た。

a 本校教師全員が，英語活動にかかわろうとする

積極的な姿勢を持ち，B-SLIM に基づいた英語活

動を行うことが可能になった。ALT との TT に

おいても，HRT が可能な限り英語で指示を出し，

授業をコントロールする場面を多く目にすること

ができた。

s 開発した教材を蓄積し，だれでも使用すること

ができるため，教材開発や準備のための時間を

大幅に短縮することができた。また，繰り返し使

いながら改善を加えているために，教材の質が向

上し，内容も充実してきている。

d 使用しやすい「ノングレイドカリキュラム」をめ

ざし，実践をもとに加除修正を重ねることで，

内容が充実してきている。児童の使いたい英語

をもとに構成する英語活動が軌道に乗り，すべ

ての学年で，質の高い英語活動を展開すること

ができた。また，「スタディメモリアル」や実践

の記録などの交流・活用により学年の引き継ぎ

がスムーズに進み，系統的な指導を行うことが

できた。

f 児童の自己評価を総合すると，常時90％以上の

児童が「わかった」「楽しく活動ができた」と評

価をしている。また，授業のはじめや終わりのあ

いさつ，朝の会など学校生活の様々な場面で英

語を使う機会が増え，私たちの願う「楽しく英

語を身につける」「英語嫌いを作らない」が着々

と実現に向かっている。

今後克服していかなければならない課題は次の2

点である。

a 英語に初めて触れる小学生に対して，可能な限

り native な音を提供する必要がある。これまで

同様 B-SLIM の理論を研究することの他に，英

語活動に携わる教師個々の英語力を高めていく

ための研修の機会や方法を具体的に考えていか

なければならない。

s 現5年生は，4月の段階ですべてのコースの学習

を終えていることから，現在の「ノングレイドカ

リキュラム」の Basic / Advanced の両コースに

brush up コース（仮称：文・文型を中心とする

コース）を新たに設け，再編成を進めていく必

要がある。

また一方で，将来，教科としての側面が重視され

ていくことも視野に入れながら，カリキュラム研究

や textbook の編集などにも着手しなければならな

い。

最後に，本研究に協力いただいた方々に感謝を申

し上げる。特に研究の細部にわたりご指導いただい

た小池生夫先生，2度にわたり本校を訪問し適切な指

導をいただいた Olenka Bilash 博士，北海道立教育

研究所の渡部道博・瀧澤義守両先生，カナダ・アル

バータ州立大学で B-SLIM を共に学び，北海道各地

でこの指導方法を実践している HTEP（Hokkaido

Teachers English Project）及びアンケートや模擬授

業でお世話になったAEEN（Asahikawa English

Education Network）の先生方に，心よりお礼を申

し上げる。

4.1 成果と課題

4.2 研究を終えて
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Language Awareness
Pronunciation

Vocabulary
Grammar

Situations
Fluency

culture
Culture

Learning Strategies
Fact / Information

Skills
How to read and write

Positive Attitude
（feedback）

Planning & Preparation COMPREHENSIBLE INPUT INTAKE OUTPUT EVALUATION

getting it using it Reflection

feedback

Access Organize Store Retrieve

資　料

・Plan activities

・Prepare materials

・Plan the teaching Procedure

・Builds on what learners know

・Requires teaching/modeling

・Presents something “new”

・Review

・Takes time

・Breaking learning into small chunks

・Activities are structured for success

・Includes individual/pair activities

・Psychologically safe

・Personal

・Creative

・Integrated

・Develops spontaneity

・Formative

・Summative

・Helps teacher decide 

what to do next

▼図：Bilash’s Input-Intake-Output-Evaluation Second Language Instructional Model




